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「小
ちい

さいのに，愛
あい

に満
み

ちあふれた 
大
おお

きな心
こころ

を持
も

っているね」と， 
じいじは言

い

いました。

です。
その夜

よる

，メイシーはベッドの横
よこ

にひざまずき，目
め

をとじました。
「天

てん

のお父
とう

様
さま

，じいじを見
み

守
まも

って，じいじが元
げん

気
き

になるように
助
たす

けてください。わたしはじいじを愛
あい

しています。そして，お父
とう

様
さま

のことも愛
あい

しています。わたしがじいじのためにできること
が分

わ

かるように助
たす

けてください。」
次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

，メイシーはカーテンの向
む

こうから差
さ

しこむ太
たい

陽
よう

の光
ひかり

で目
め

を覚
さ

ましました。いいことを思
おも

いつきました！ メイ
シーとじいじが一

いっ

緒
しょ

にするのが大
だい

好
す

きなことの一
ひと

つは，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の歌
うた

や教
きょう

会
かい

の賛
さん

美
び

歌
か

を歌
うた

うことでした。もしかし
たら，これがじいじのなぐさめになるかもしれません！

メイシーは起
お

きて，朝
あさ

のおいのりをしてから，じい
じの所

ところ

に行
い

くことができないか，ばあばにたずね
ました。間

ま

もなくして，二
ふた

人
り

は一
いっ

緒
しょ

に病
びょう

院
いん

に向
む

かっていました。メイシーはじいじにやっと
また会

あ

えて，うまくいけばじいじを笑
え

顔
がお

にでき

ジェザ・ローレン・A・バエロ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はフィリピンでの出
で

来
き

事
ごと

です。

 「じいじがいなくてさびしいな」と，メイシーはおばあちゃん
に言

い

いました。メイシーはおじいちゃんとおばあちゃん
を，「じいじ」「ばあば」とよんでいました。「じいじが入

にゅう

院
いん

して
からずっと，じいじを助

たす

けたいと思
おも

っているの。でも，どうした
らいいか分

わ

からないの。」
メイシーはお皿

さら

の上
うえ

の食
た

べ物
もの

をはしによせました。ご飯
はん

とた
まご，そしてホットドッグという，大

だい

好
す

きな朝
あさ

ごはんでした。で
も，悲

かな

しすぎて食
た

べることができません。
ばあばがメイシーにうでを回

まわ

しました。「分
わ

かるわよ。大
だい

好
す

き
な人

ひと

がつらい経
けい

験
けん

をしているとき，自
じ

分
ぶん

には何
なに

もできないって感
かん

じることがあるわね。でもわすれないで。想
そう

像
ぞう

できないくらい
にわたしたちを愛

あい

してくださっている御
お

方
かた

が二
ふた

人
り

おられるのよ。」
「だれ？」と，メイシーはたずねました。
「天

てん

のお父
とう

様
さま

とイエス・キリストよ」と，ばあばは言
い

いました。
「御

お

二
ふた

方
かた

を信
しん

じる信
しん

仰
こう

を持
も

つとき，御
お

二
ふた

方
かた

はわたしたちをみちび
き，強

つよ

さをあたえてくださるの。」
話
はなし

を聞
き

いていると，メイシーの心
こころ

に希
き

望
ぼう

がわいてきました。
天
てん

のお父
とう

様
さま

とイエス様
さま

がじいじを助
たす

けてくださると分
わ

かったの

るかもしれないと，わくわくしていました。
メイシーが病

びょう

室
しつ

に入
はい

ると，じいじは足
あし

に毛
もう

布
ふ

をかけてベッドに
すわっていました。つかれているように見

み

えました。でもメイ
シーを見

み

ると，じいじの顔
かお

はよろこびでかがやきました。メイ
シーはかけよると，じいじをやさしくだきしめました。
「おはよう，じいじ！」
「いったいどうしたんだい？ わたしの小

ちい

さなランランメイ
シー。」

ランランとは「愛
あい

」という意
い

味
み

でした。これはじいじがお気
き

に
入
い

りの，メイシーのニックネームでした。
「じいじのために歌

うた

いたいの」と，メイシーは言
い

いました。メ
イシーはベッドの上

うえ

でじいじのとなりにすわると，歌
か

集
しゅう

を開
ひら

きま
した。そして，「神

かみ

の子
こ

です，わたしやあなた……」と歌
うた

い始
はじ

めま
した。

じいじの目
め

によろこびのなみだがあふれました。じいじも
一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

い始
はじ

めました。

「あふれるめぐみに，感
かん

謝
しゃ

します。」*
二
ふた

人
り

の声
こえ

が小
ちい

さな病
びょう

室
しつ

にひびきわたりました。やがて，ばあ
ばも加

くわ

わりました。一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

っていると，メイシーは心
こころ

に平
へい

安
あん

を
感
かん

じました。
歌
うた

い終
お

わると，メイシーは手
て

をのばし，じいじはその手
て

をしっ
かりとにぎりました。
「おいのりしよう，じいじ。」
一
いっ

緒
しょ

においのりをして，メイシーは天
てん

のお父
とう

様
さま

に，じいじを祝
しゅく

福
ふく

して強
つよ

さといやしをあたえてくださいとお願
ねが

いしました。
おいのりの後

あと

，じいじはメイシーを見
み

つめました。「すてきな
歌
うた

とおいのりをどうもありがとう。おかげで元
げん

気
き

になってきた
よ。小

ちい

さいのに，愛
あい

に満
み

ちあふれた大
おお

きな心
こころ

を持
も

っているね。」
メイシーはにっこりと笑

わら

いました。メイシーは，自
じ

分
ぶん

の愛
あい

と信
しん

仰
こう

で，じいじの気
き

分
ぶん

が良
よ

くなったことをうれしく思
おも

いました。天
てん

のお父
とう

様
さま

とイエス・キリストがいつもそばにいて，つらいときに
家
か

族
ぞく

を助
たす

けてくださることを知
し

りました。●

*	『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』2

メイシーの 
愛
あ い

にあふれた歌
う た
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